
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ この学校だより（カラー版）は、本校のホームページでもご覧いただくことができます。 
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 オリンピック教室開催 
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大磯町立大磯中学校 
令和５年10月2日 第7号 

     校長 櫻井 英明 

今回の「学校へ行こう週間」は９月 25日～29日の間で行わ

れました。各学年で総会や懇談会を行うなかで、学年の状況等

を見ていただきました。３年生は、学年総会では進路に関する

説明が中心になりました。２年生は、学年総会では学年主任

から「学ぶこと」について話をしました。１年生は、授業に

参加する形式で、生徒の活動の様子から学校の雰囲気を感

じられたかと思います。 

延べ 216 名の保護者の皆さんに参加・参観をしていただ

き、ありがとうございました。 

毎朝、正門近くで皆さんの登校の様子を見守っています。２学期に

なって、生徒の皆さんと目が合うことが増え、挨拶も会釈してくれる

こともあり、声も少しずつ多くなっています。 

ある日、生徒が水筒を忘れ、その保護者が水筒を届けてくれました。

私がその水筒を受け取る時に「生徒のクラス」を尋ね、保護者の方が

答えると偶然、同じクラスの人が横を通り、なにげなく一言。「私、

同じクラスなのでその子に渡しますよ」「ありがとう、お願いします。」

と、私はその生徒に託しました。 

優しい、思いやりのある一言で、とても嬉しかったです。 

 ９月 14、15 日の２日間、ＪＯＣオリンピック教室が行われ、２学年の各クラ

スが２時間連続の特別授業を受けました。尾西美咲先生、齋藤里香先生がそれぞ

れの専門種目を基本とした「オリンピック精神」を教えていただきました。 

 どのクラスでも、ある運動について意識をもって取り組むこと、仲間で前より

よい動きにするため、何か工夫できる点を相談して挑戦する流れを体験し、生徒

たちは挑戦する喜びを感じていました。また教室では、オリンピックの経験で考

えた、感じたことを先生の言葉から、生徒たちに伝えていただきました。 

 


